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論文内容の要旨

本論文の目的は，相互作用を持つシステムのモデルを構成し，そのモデルの能力を明らかにし，ま

たそのモデルの応用を示すことである。相互作用を持つシステムは. 2 つのウエプ文法系とその聞の

相互作用を表現する 2 つの相互作用関数により構成される。ウェプ文法系と相互作用関数の各種の組

合せによる多種の相互作用を持つシステムの能力を明らかとした。その結果，相互作用を持つシステ

ムの能力は，相互作用を持たないシステムの能力を上まわり，また相互作用を持つシステム相互の聞

にも複雑な関係が存在することが明らかとなった。

次に相互作用を含むシステムを表現するためのプロダクションシステムとして新しく，相互作用を

侍つグラフプロダクションシステムを構成した。相互作用を持つグラフプロダクションシステムは，

相互作用を持つシステムに変数を導入することによりその記述能力を高めたものである。 3 コインの

問題，モンキー・バナナの問題およびブロックワールドの問題の 3 つを例として相互作用を持つグラ

フプロダクションシステムとして表現した。これらの例により相互作用を持つグラフプロダクション

システムが，相互作用を含む問題を記述するために適したものであることを明らかとした。

さらに相互作用を持つグラフプロダクションシステムにより画像解釈システムを構成した。本画像

解釈システムは. 5 種のオブジェクトよりなる世界を対象としており，約 120 の規則により構成され

る。相互作用を侍つグラフプロダクションシステムを用いることにより簡単かつ変更容易な形式で画

像解釈システムを構成できることを示した。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，相互作用をもっシステム(Interactive Systems) を， 2 つのウエッブ文法系とその間

の相互作用を表現する 2 つの相互作用関数を用いて構成されたモデルとして記述し，各種の Interactive

Systems の能力の比較検討およびシステムの簡単な応用を論じたものである。

まず Interactive System の能力は，相互作用をもたないシステムの能力を上まわり，かっ Inter­

active Systems 相互の聞にも複雑な階層関係が存在することを明らかにした。また能力の高いシス

テム相互間では極めて簡単な情報交換によっても十分な意志の伝達が確保されることを示した。

次に Interactive System に変数を導入することにより Interactive Graph Production System 

(I GPS) を構成した。 IPGS は複雑な状況下で相互作用を行なっているような世界を記述する上で，

Production System の利点の一つである Modulari ty の向上に役立つことを示した。

さらに IGPS の一つの応用例として，簡単かっ変更容易な形式で画像の意味解釈を行うシステム

を示した。

これらの諸提案ならびに結果は，人工知能のある分野に新しい知見と示唆を与えるものと思われる。

依って博士論文として価値あるものと認められる。
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